
１．東海大学付属仰星高等学校（大阪府枚方市）・・・・・・・・・（ｐ１～２） 

 →高校１年生を対象に、平成 30 年３月に「いのち」に関する複数の講座の中

の一講座として被害者からの講演を実施いただきました。 

 

２．麗澤高等学校（千葉県柏市）・・・・・・・・・・・・・・・・（ｐ３～11） 

 →高校２年生を対象に、平成 30 年９月に保健において「医薬品と健康」に関

連する事項として、授業を実施いただきました。視聴覚教材を活用いただ

きました。 

 

３．関ヶ原町立今須中学校（岐阜県関ヶ原町）・・・・・・・・・（ｐ12～27） 

 →中学３年生を対象に、平成 30 年９月に社会科（公民的分野）において「人

権と共生社会」に関連する事項として、パンフレットの活用及び被害を受

けた方からの講演による授業を実施いただきました。 

 

４．青森山田中学校（青森県青森市）・・・・・・・・・・・・・・（ｐ28～35） 

 →中学１・２年生を対象に、平成 30 年 11 月に総合的な学習の時間において、

パンフレットの活用及び被害を受けた方からの講演による授業を実施いた

だきました。 

 

５．岡垣町立岡垣中学校（福岡県岡垣町）・・・・・・・・・・・・（ｐ36～51） 

 →中学３年生を対象に、平成 30 年 11 月に社会科（公民的分野）において 「私

たちの暮らしと経済」に関連する事項として、パンフレットの活用及び被

害を受けた方からの講演による授業を実施いただきました。 

 

 

  

薬害教育の実践例について 

※本資料で紹介する授業実施計画、授業で使用された資料、被害者の方に講演

でお話しいただいた内容は、必ずしも厚生労働省の見解を示すものではあり

ません。 

※先生方をはじめ、御協力いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。 

資料２ 



１．東海大学付属仰星高等学校 

【対象学年】高校１年生 

【教科等】「いのち」に関する複数の講座の中の一講座として実施。選択した生

徒が受講。 

【学習の目的】 

薬害被害者による講演を通して、いのちについて考え、自他を大切に出来

る人格形成に寄与する。 

【授業の流れ】 

増山ゆかり氏（（公財）いしずえ サリドマイド福祉センター）による講演。

概要は下記のとおり。 

（薬害について） 

○ 「薬害」は人災。薬は、多くの人が長い時間、たくさんの費用をかけて

つくるもの。薬を発売してから未知の副作用が発生することがあるが、製

薬会社や国は、薬の販売を中止することによってダメージを受けるため、

すぐに販売を中止することができない。 

○ サリドマイドの問題は、海外で回収し販売中止となった後も日本で５年

間にわたって販売され続けられ、被害者を増やしたこと。 

○ たくさんの被害の蓄積があってからでないと薬が回収されないので、被

害者がたくさん出てしまう。法律には、安全な薬の基準や専門家がやらな

ばければならないことが書かれているが、法律は全てを想定してつくられ

ているわけではない。 

（自身の経験について） 

○ 生まれたときは、すでにサリドマイドによる被害が問題となっており、

報道されていた。そのため、医師からもサリドマイド被害と診断を受け、

誕生日を迎えるのは難しいと言われていた。 

○ 故郷を離れ、東京の大きい病院に入院して様子を見ながら治療すること

となった。病院には、がんの子どももいて、「人間には、どんなに頑張って

も乗り越えられないものがある」と思ったが、医師から余命１～２年とさ

れた子でも回復して退院する子もいた。このため、自分が死ぬとは思わな

かった。次第に回復し、退院できた。 

○ 病院から外出することができたとき、ラーメン屋を訪れると、他の客に

迷惑がかかると、入店を断られた。 
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○ 小学校の夏休みに帰郷し、初めて家族と対面した。会う前は不安であっ

たが、家族は歓迎してくれた。病院では、将来のことを訊いてくれる大人

がいなかったので、父親に「将来どんな仕事に就きたいのか」訊かれたこ

とが嬉しかった。 

○ 大人になり、医薬品を輸入する会社に就職。中国語の通訳として働いた

後、障害者のための海外留学制度を利用して、アメリカで、障害者の自立

や尊厳・人権について学んだ。 

 

【授業を受けた生徒の感想（学校が実施したアンケートより）】 

  ○ 今日初めて薬害の被害者の方を見て実際に話を聞いて、全く身近にいな

い存在の人のことを知れました。世の中にはそのような人がいることを理

解してこれから生活していきます。 

○ 外国ではサリドマイドの危険性を警告してすぐに薬の販売中止と回収が

行われたのに日本で警告後 10 ヶ月も経った後に薬の販売を中止して外国

みたいにすぐに販売中止しなかったのだろうと疑問に思いました。 

○ 命について改めて考えさせられました。 

○ 今まで薬害と言われてもあまり知らなかったし、気にもしていなかった

ですが、この話をきいて、自分でも調べてみようと思いました。少し自分

とはちがうだけで差別することなどを無くしていこうと思いました。 
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２．麗澤高等学校 

【対象学年】高校２年生 

【教科等】保健（「医薬品と健康」の単元において、単元とかかわりの深い薬害

について学ぶ。） 

【学習の目的】 

① 「保健」の単元の中で継続的に「薬害」を学ぶことによって医薬品等に

よる健康被害を知るとともに「薬害」への理解を深める。 

② 正しい医薬品の利用の仕方、副作用が疑われたときにどう対応したらよ

いかなどの知見を深める。 

【授業の流れ】※別添１の指導案及び別添２のスライドも参照。 

 ○ 薬が原因で健康を害した例にはどんなものがあるか生徒に尋ねる。 

  （回答） 

   アレルギー、サリドマイド、眠くなる  

 ○ 「薬害」とは、医薬品の使用で起こった有害な事象のうち社会問題とな

ったものであることを説明。 

 ○ サリドマイド、スモン、ソリブジン、Ｃ型肝炎、エイズに係る薬害事件

について説明し、サリドマイド被害者・増山ゆかり氏の証言映像を見せる。 

 ○ お薬手帳の役割、薬の種類（医療用医薬品と一般用医薬品）、正しい薬の

服用の仕方等について説明。 

 ○ 医薬品には主作用と副作用があり、副作用には予期できないものもある

ことを説明、 

○ 医薬品の安全性のための対策として、 

・ 副作用を国に報告する制度（医薬品・医療機器等安全性情報報告制度）

があること 

・ 副作用による健康被害を受けた人に補償する仕組み（医薬品副作用救

済制度）があること 

・ 薬の有効性と安全性を販売前に確認するために承認制度があること 

等を説明。 

 ○ 医薬品の副作用により重篤な症状に至る例があること等について説明。 
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【授業を受けた生徒の感想（一部）】 

授業で一番印象に残った内容 

 ○ 医薬品副作用被害救済制度があることを知った。 

 ○ 過去に薬害があって問題のあった薬が今別の効用でまた使われている点。 

 ○ １回しか使っていないのに副作用が出てしまうこと。 

 ○ 普通に売られた薬で赤ちゃんに影響が出てしまった話。 

  

授業で良かった点 

○ 映像などで、害にあった人の話が聞けた点。 

○ 「薬害」という名前しか知らなかったけれど、具体的にどんなことがあ

ったのかというのを知れた。 
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教科「保健」の中で継続的に“薬害”を学ぶ  （指導計画とねらい） 

                                      

 

 はじめに 

  医薬品は人々の生命、健康の保持増進に大きく貢献しており、医療上必要とされている。平均寿命が延伸し

セルフメディケーションが注目される近年、薬を上手に活用する力が求められているといえよう。薬の副作用

について知ると共に、多くの人が重大な健康被害を受け、社会問題化した薬害について知ることは大切である。

今回、通常の授業を行う中で薬害と関連性のある単元において薬害の事例を取り上げ、高校１年、２年を通し

て継続的に薬害に触れる授業を提案し、誰にでもすぐに取り組める授業を目指した。 

 

１． 目的 

① 教科「保健」の単元の中で継続的に“薬害”を学ぶことによって医薬品等による健康被害を知るととも

に“薬害”への理解を深める。 

② 「性感染症・エイズとその予防」で薬害の事例を知った後に、「医薬品と健康」の単元でサリドマイド薬

害の発生経緯やスモン薬害、薬害肝炎、ソリブジン薬害について学び、正しい薬の利用の仕方、副作用

が疑われた時にどう対応したらよいかなどの知見を深める。 

 

２． 単元と関連薬害  

それぞれの単元において単元と関わりの深い薬害について学ぶ。 

 高校１年次  現代社会と健康 「性感染症・エイズとその予防」・・・・・・・・・・・薬害ＨＩＶ 

 高校２年次  生涯を通じる健康 「結婚生活と健康」（妊娠に伴う健康）・・・・・サリドマイド薬害 

 高校２年次  生涯を通じる健康 「医薬品と健康」・・・・・・・スモン薬害、薬害肝炎、薬害ＨＩＶ 

・・・・・・・サリドマイド薬害、ソリブジン薬害 

３．指導計画 

「性感染症・エイズとその予防」 １時間 

（「結婚生活と健康」       １時間）※妊娠に伴う健康の中でサリドマイド薬害について触れた 

「医薬品と健康」        １時間 

  ※「性感染症・エイズとその予防」の授業の詳細については割愛、「医薬品と健康」の具体的な授業内容につ

いては資料を参照 

 

４．授業の展開  

 

「性感染症・エイズとその予防」の授業の詳細については今年度行っていないので割愛 

 

「医薬品と健康」 １時間  

◆本時の目標 

・疾病からの回復や悪化の防止には、個々の医薬品の特性を理解した上で使用法に関する注意を守り、正しく使

うことが必要であることが理解できるようにする。                   （知識・理解） 
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過程 主な学習内容・学習活動 指導の留意点 

導入 

(７分） 

１．薬のリスクを考える  

Ｑ．薬が原因で健康を害した例には何があるか？  

○ 副作用と薬害について学ぶことを

知る。 

展開１ 

(15分） 

２．薬害について 

・サリドマイド薬害 

・スモン病 

・ソリブジン 

・薬害Ｃ型肝炎 

・薬害エイズ 

・薬害被害者の言葉を映像で見る。 

○ 薬害事件それぞれついての経緯や

内容、被害の実態を理解させる。 

○ 薬害の被害者がどのような思いで

いるか、自分たちにとっても起こ

り得る問題であることを理解させ

る。 

展開２ 

(10分） 

３．お薬手帳の活用 

・お薬手帳の役割やメリットを理解する。 

４．薬の種類 

・一般用医薬品と医療用医薬品、医療用薬品の購入の流れ 

Ｑ．薬の誤った飲みかた、○×クイズ 

・医薬品の正しい使用法ついて 

・薬剤耐性菌について 

○ お薬手帳のメリットを知り、活用

できるようにする。 

○ 医薬品の正しい服用の仕方を理解

させ、日常生活に役立たせるよう

にする。 

展開３ 

(10分） 

５．医薬品の副作用とその対策・主作用、副作用について 

・薬の安全対策 

 ①医薬品副作用被害救済制度 

 ②承認制度 

 ③医薬分業 

○ 薬の安全対策について知り、副作

用と思われる症状が出た場合、ど

う行動すればよいか理解させる。 

展開４ 

(６分） 

６．薬のリスクを考える 

・副作用の重篤な症状 

・薬の飲み合わせに注意が必要な食品 

○ 薬に頼りすぎることなく薬と上手

に付き合う方法を考えさせる。 

まとめ 

（2分） 

７．今日の授業の評価と質問シートの記入 ○ 授業を振り返り、質問があれば質

問シートに記入させる。 
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医薬品と健康

教科書p.84-85

• 医薬品の正しい使用法について説明できる。
• 医薬品の安全性を守る取り組みについて例を
あげて説明できる。

医療用医薬品，一般用医薬品，処方箋，

薬局，薬剤師，主作用，副作用，薬害，

医薬品・医療機器等安全性情報報告制度，

承認制度，販売に規制，

学習の目標

キーワード

１ 医療品の種類と使い方

● ● ●

くすりの
● ● ●

を考えよう！！

リスク

Q. 薬が原因で健康を害した例には
どんなものがあるか考えてみよう。

A. 副作用による薬害 たとえば・・・
サリドマイド薬害

薬害について

薬害とは・・・医薬品の使用で起こった有害な事象

のうち社会問題となった事柄

○サリドマイド・・・サリドマイド（睡眠薬）

⇒胎児の四肢への催奇性

○スモン病・・・キノホルム（整腸剤）⇒神経障害

○ソリブジン・・・ソリブジン+抗がん剤 ⇒死亡

○薬害C型肝炎・・・輸入血液製剤 ⇒ 肝臓に感染

○薬害HIV・・・輸入血液製剤 ⇒ HIVに感染
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サリドマイド被害者の言葉 増山さん Q．薬による健康被害を防ぐ手立てのひとつとして
持っていると良いものとは・・・？

A．たとえば 『お薬手帳』！
「お薬手帳」を薬剤師に見せることで相互作用によ
る悪影響や重複投与を防ぐことができる。
（過去の病気やその人のアレルギーや副作用も記録されている）

また、持参することで薬代が安くなる場合もあり、
災害時や緊急時に持っていると速やかに処方して
もらえるというメリットがある。そのためにもお薬手
帳は一冊にまとめておく必要がある。

｜１｜医薬品の種類

◆医薬品には，医療用医薬品と一般用医薬品が
ある

医薬品

☆医療用医薬品☆

医師・歯科医師の診断により，患者のけ
がや病気の程度などにあわせて種類や
量が決められ，処方箋がなければ購入す
ることができない

◆一般用医薬品◆

症状などを自ら判断して，近所のドラッグ
ストアや薬店に行って直接購入すること
ができ，市販薬，大衆薬などと呼ばれる

☆医療用医薬品☆を購入する流れ

医師・歯
科医師

・診断

・処方箋の作成

患者

•薬局へ行く
•処方箋を提出

薬剤師
•処方箋をもとに調剤

患者
•調剤された医薬品を購入

◆一般用医薬品◆の購入の場合

・購入に際して処方箋は必要なし

・自分の判断で，薬局やドラッグストアなどで

購入できる

医薬品の専門家である薬剤師などから

適切な情報を得ることが重要

すべて自己の責任で使用する

？？薬の間違った飲みかたは？？

1. 「食後に飲む」とあったので、食事後一時間たってから飲んだ。

2. 錠剤では飲みにくいので水に溶かして飲んだ。

3. 昼忙しく飲めなかったので、夜に昼の分も含めて2回分飲んだ。
4. 容器に入ったのみ薬が少なくなったので、新しい薬を容器に足した。

5. 飲んだ薬が効かなかったので別の薬と合わせて飲んだ。

6. 水がなかったので、持っていたお茶で薬を飲んだ。

7. 処方された薬が良く効いたので同じ様な症状の友人にあげた。

8. 「食間に飲む」とあったので、ご飯を食べている最中に飲んだ。

9. 「食前に飲む」とあったので食べる30分前に飲んだ。
10. 塗り薬はとにかくたっぷり塗るほうが良く効く。

11. 状態がよくなったので薬を飲むのをやめた。

12. 同じような症状が出たので以前もらった薬の残りを飲んだ。

13. 早く薬が効いてほしかったので錠剤を砕いて飲んだ。

14. 熱は下がっていたが、再び高熱が出たのでとん服を飲んだ。
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薬を飲むタイミング ｜２｜医薬品の使い方

◆医薬品の形状，使用方法

使用目的に応じて有効に作用するように工夫さ
れている。

・形状

カプセル，錠剤，顆粒，液体のもの，軟膏，など

・使用方法

1回の服用量や，1日の服用回数など

形状を変えたり，用量や回数を増やしたり，他の医
薬品と一緒に服用してはいけない

薬の効果を最大限に発揮するために

○薬の用法・用量は⇒薬の血中濃度を一定に保ち、薬の有用性を
最大限に高め、副作用のリスクを最小限にするよう配慮されている。

○薬を飲む回数や量が不十分だと、薬の効果が出にくい。
○薬の量を勝手に増やして飲むと重篤な副作用が現れることもある。
○定められた用法・用量を守ることで、薬を安全かつ有効に利用する
ことがでる。

薬剤耐性菌はこうして作られる

決められた日数、きちん
と薬を飲むことが耐性菌
をつくらないこつ！！

抗生物質を
飲むと菌が
やられる。

途中で薬を
やめてしまう
と菌が生き
残ってしま
う！こうせい

２ 医薬品の安全性のための対策

｜１｜医薬品の副作用とその対策

◆医薬品には，主作用と副作用がある

・主作用

医薬品を使用する本来の目的である，病気を治したり

軽くしたりする働き

・副作用

医薬品を使用する本来の目的以外の，好ましくない働き
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◆副作用には予期できるものと予期できないもの

がある

●予期できるもの

医療用医薬品－医師，薬剤師から説明

一般用医薬品－添付文書に記載

●予期できないもの

→薬害が起きた
例）サリドマイド薬害，薬害エイズ など

◆副作用が判明した場合

●医療関係者は国に報告する義務がある。

●国はその報告をもとに対策をおこなう。

『医薬品・医療機器等安全性情報報告制度』

●副作用による被害を受けた人に補償するしくみ

『医薬品副作用被害救済制度』

教科書
P112

｜２｜その他の安全性の対策

◆医薬品には承認制度がある

販売前に，有効性と安全性の確認

国による審査を通らないと販売できない

薬になり
そうな物
質（候補
物質）を
探す

細胞など
で実験・
研究

有効性・
安全性を
人で試験
（治験）

有効性や
安全性な
どを専門
の機関が
審査し，
国が承認
する

医薬品の開発の流れ

◆医薬分業

それぞれの専門性を生かす

・医師・歯科医師

診察，症状に合った医薬品を処方

・薬剤師

処方箋をもとに調剤

丁寧な服薬指導

・かかりつけ薬局，お薬手帳のしくみ

医薬品の飲み合わせのチェックや

重複を防ぐ

教科書
P113

◆一般用医薬品は，成分，副作用の程度に応じて分類

第1類
医薬品

一般用医薬品としての使用経験が少ないな
ど，安全性上とくに注意を要する成分を含む
もの。購入者が，直接手に取れない場所に
陳列されている。

第2類
医薬品

まれに，入院相当以上の健康被害が生じる
可能性がある成分を含むもの。

購入者が，直接手に取れる場所に陳列され
ている。

第3類
医薬品

日常生活に支障を来す程度ではないが，体
の変調・不調が起こるおそれのある成分を
含むもの。購入者が，直接手に取れる場所
に陳列されている。

○熱を下げる
○せきやたんを止める
○鼻水鼻づまりを改善する
○のどの痛みをとる
○関節痛をやわらげる 等々

Q ．一般的に薬局で売られている『風邪薬』

にはどんな効き目があるでしょうか？

風邪薬は風邪の症状を軽減するもの

風邪を直接治すわけではない。
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病気を治す力・・・・自然治癒力＝体の免疫力

薬は両刃の刃・・・ある意味での

正しく使用することで効果が得られる。

薬は・・・・・・・その自然治癒力を助けるもの

体の自然治癒力が発揮されるためには
休養（安静）と栄養が必要

毒

く す り の●●●リ ス ク

薬の服用後にこんな症状が出たら要注意！

• 高熱

• 目の充血

• 発疹

• 唇のただれ

• 目やに

• 乾いた咳
• 息切れ
• 呼吸困難
• 下がらない熱

• じんましん
• まぶたや唇の腫れ

体中の粘膜が急速に破壊される最悪死に至る

⇒スティーブンス・ジョンソン症候群

⇒薬剤性間質性肺炎

⇒アナフィラキシーショック

コーヒー・・・ガムタイプの禁煙補助薬を使う場合、コーヒーを飲んだあとにそのガ
ムを噛むと、十分な効果が得られないことがある。（コーラ、野菜ジュース、果物ジュース
などでも同様）

グレープフルーツ・・・・高血圧のくすり（カルシウム拮抗薬）といっしょに
摂取すると、血圧が下がりすぎてしまうことがある

牛乳・・・・一部の抗生物質の場合、牛乳といっしょに飲むことで、消化管からの吸収
が低下水と比べ、血中濃度が50％ほど低下するというデータがあり、くすりの効果が十
分に得られなくなってしまう。便秘薬や胃腸薬のなかには、牛乳といっしょに飲むと、くす
りが胃で溶けてしまい、胃のむかつき、吐き気といった副作用がある

納豆・・・・納豆菌がつくるビタミンKが、血液凝固防止薬であるワーファリンの
働きを弱めてしまう。

◇薬との飲み合わせに注意が必要な食品！

医薬品の安全性を高めるために，どのようなしくみ
があるか考えてみよう。

考えてみよう
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３．関ヶ原町立 今須中学校 

【対象学年】中学３年生 

【教科】社会科（公民的分野）「人権と共生社会」 

【学習の目的】 

 薬害を通じて、「人権と共生社会」について考える。 

【授業の流れ】※別添３の指導案も参照。 

  過去にどのような薬害事件があったか学んだ後、被害者の講演を聴き、薬

害がどのような人権侵害につながったのか弁護士を交えて考える。それらを

踏まえ、薬害が起こった原因、薬害が起きないための仕組みを考える。 

１時間目 

 ○ サリドマイドによる胎児の障害について説明。 

※別添４のスライドを参照。 

 ○ 配布資料（別添５）をもとに、その他の薬害（血液製剤によるＨＩＶ、

Ｃ型肝炎、キノホルム製剤によるスモンの発生）を生徒各自で調べ、調べ

た内容をクラス内で共有。 
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２時間目 

○ 増山ゆかり氏（（公財）いしずえ サリドマイド福祉センター）による講

演を実施。（概要は、１．東海大学付属仰星高等学校を参照） 

     

※どのように傘を開いているか  ※生徒が、手を使わずに本の指定のペー 

 見せている様子         ジを開いてみる様子 

 

３時間目 

○ 増山さんの講演について、周囲の人と振り返る。 

○ 増山さんの講演を踏まえ、どのような人権が侵害されているか、生徒に

質問。 

―「自由権」との回答。 

○ 改めて個人で考えた後、グループで話し合いを行い、発表。 

 （生徒の回答例） 

・ 石を投げられたり飲食店の入店を断られたりしたのは、個人の尊重が

侵害されている。 

・ 自分のなりたい職業に就けないのは、職業選択の自由がなく、経済活

動の事由が侵害されている。 

・ 家族の結婚式や葬式に出られないのは、社会権・平等権が侵害されて

いる。 

 ○ 平松弁護士による解説 

  ・ 薬害によって人権が侵害されたことは間違いない。加害者は誰か。 

  （生徒の回答）回収しなかった製薬会社や国 

  ・ 増山さんの話の中では、その他にどんな加害者がいたか。 
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  （生徒の回答）飲食店から出て行ってくれ、と言った人 

  ・ 憲法は誰に向けられたルールだろうか。 

  （生徒の回答）国 

  ・ 憲法は、国に対して国民の権利を保障するよう命じたもの。 

   憲法は国を対象としており、レストランの運営をする人は憲法の対象に

はなっていない。 

  ・ 障害者に対する不当な差別を禁じ、障害者への合理的配慮を求める、

障害者差別解消法という法律がある。レストランの経営者等は障害者差

別解消法の違反の対象となる。 

  

    

 

４時間目 

 ○ 増山さんは憲法の保障する権利が侵害されていることを振り返る。 

○ 配付資料（別添６）を参考に、サリドマイドによる被害が発生・拡大し

た原因について考え、発表。 

 ・ レンツ博士の発表があったときすぐに販売を中止していたら被害が広

がらなかった。 

・ 手や足に奇形をもった子どもたちが生まれたことを無視したことが被

害拡大につながった。 

 ・ 1962 年に被害が広まってから回収となったこと。 

 ・ サリドマイドが危険だと分かっていたのに、厚生省は販売を継続して、 

回収しなかったから、1961～62 年に多くの被害者が出た。 

 ・ 審査について、データが不十分で、期間が短く簡単に済まされてしま

ったため。 

 ・ 妊婦や小児が安心して飲める薬と宣伝されていたから。 

 ・ レンツ博士の警告がある前の 1956 年にもすでに被害者が 12 人出てい
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て、一度日本でも販売を止めて調べるべきだった。 

 ○ 1962 年に販売停止されたのに、その後も被害者が出ていることから、 

  どのように考えられるか、生徒に質問。 

  （生徒の回答） 

    十分に国が回収し切れず、国民がちゃんと理解していなかったから 

   被害者が出た。 

○ 審査の不十分、回収の不徹底、初期対応の遅れといった要因の重なり

が、被害の発生と拡大につながったと言える。  

 

 

   

５時間目 

 ○ 医薬品の申請、承認、販売、処方、服用の流れを確認。 

 ○ 前の時間で使用した配布資料（別添６）を参考に、薬害の起きない社会

の仕組みについて個人で考えた後、グループで考える。 

 ○ グループで考えたことを踏まえ、発表。 

  ・ 製薬会社が国に申請する際、成分や製造過程を明らかにする。 

  ・ 色々な観点から慎重に審査する。様々な専門家を呼んで様々な視点か
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ら欠点がないか調べる、回を増やす。 

  ・ 子どもに被害が出ることもあるから、次の世代への影響を確認して害

がなければ販売するようにする。  

  ・ 国民から国に被害を伝えるような情報機関があると良い。 

  ・ 製薬会社が、強い副作用がないかしっかりと調べる。Ｃ型肝炎のよう

にウイルスや細菌が入らないようにする。 

  ・ 正しい服用の仕方や主作用・副作用をしっかり記載して、国に申請す

る。 

  ・ 新しい薬を処方する際、患者に副作用をしっかり説明する。患者も説

明をしっかり理解する。 

  ・ 薬を処方されてどうだったかについて、意見箱を設置（紙でもインタ

ーネットでも）。国が集計。 

 ○ 厚生労働省職員により、実際の制度はどうなっているか（ＰＭＤＡが審

査を行っていること、ルールに基づき治験が行われていること、副作用報

告制度があること等）について説明。 

 ○ 先生から、何を大事にしなければならないか質問。 

  （生徒の回答）   

・ 慎重に行うこと。 

  ・ 別の機関へ伝えること。人為的ミスをなくすこと。 

 ○ それぞれが持っている情報を早く伝え、共有することが大事。 
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【授業を受けた生徒の感想】 

授業で一番印象に残った内容 

○ 一つの薬の薬害に１万人近い被害者が出ていたことや薬害の危険性があ

ることを知りながらも製薬会社が回収を行っていなかったこと。 

○ 薬を飲んだ人が害を受けるのではなく、その人から生まれてくる子が障

害をもつということもあること。薬は人間がつくっていて、薬害も人為的

ミスであるということ。  

○ 薬害によって、手や足などに障害のある子どもが生まれて、そういった

危険性があると知っていたし、警告される前にすでに被害が出ていたのに

も関わらず、国が何もしなかったこと、回収が遅れ、不徹底だったところ

が印象に残っています。なぜ、審議も簡単にすませ、回収も遅れたのか、

そういった国の対応が間違っていたなと思いました。 

 授業で良かった点 

○ 増山さんのお話を聞き普段の生活から障害の方と関わることがなく、障

害者の立場になって体験したりビデオを見て、いつも苦労してみえること

が分かりました。そのため、相手の立場になって物事を考える大切さを知
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ることができました。 

  また、増山さんにされた差別的な行為は、一つの権利を侵害しているの

ではなく様々な侵害をしていると弁護士の平松さんの話を聞いて知ること

ができたことです。 

 

【教育雑誌への掲載】 

  教育雑誌『読売教育ネットワーク』に、本授業に関する記事が掲載され

た（別添７）。 
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第１時 薬害の実態① 「薬害とは何だろう」 
 
１ 本時の目標 

サリドマイドや HIV 感染，Ｃ型肝炎ウイルスなどの被害について調べ，日本で薬害の過去があ

ったことを理解できる。 

 

２ 学習の展開 （１／５）           

 

 学 習 活 動 指導・援助 

導 

入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
 
１．薬害について知る 
 
 
 
 
  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
２．他の薬害について調べる 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．調べたことを交流する 
 

 
 
・薬害は，副作用と違うことを
確認する 

 
 
 
・パワーポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
○資料１～３ 
 
・１グループで，１つの薬害に
ついて調べる 

 
 
 
 
 
 
 
 
○薬害の年表 
 
・調べた薬害の時期について，
年表で確認する 

 
 
 
 

薬害とは，何だろうか。 

サリドマイドによる薬害 
・1960 年頃，睡眠薬や胃腸薬として販売 

・胎児の身体に障害（手や足，耳，内臓など） 

・西ドイツの医師が危険性を警鐘  

→ヨーロッパ各国では，販売中止の措置 

 →日本では販売が継続（約 10 ヵ月後に販売中止） 

３ 血液製剤によるＨＩＶ感染 〈1,400 人以上〉 

血友病の患者が止血･出血予防の薬として使用されてい

た非加熱血液製剤に HIV が含まれており，HIV に感染し

た。 

２ 血液製剤によるＣ型肝炎ウイルス感染 〈推計：１万人〉 

 出産や手術の際に，止血剤として使用された血液製剤に

Ｃ型肝炎ウイルスが入っていた。慢性肝炎や肝がんなどの

病気を発症した。 

１ キノホルム製剤によるスモンの発生 〈1 万人以上〉 

キノホルム(clioquinol)という整腸剤の副作用によって，

下肢の筋力が低下し，歩行が困難になる運動機能障害が起

きた。 

生徒の意識 

1040 年代後半から，薬害による健康被害が発生して
いる。具体的な薬害には，サリドマイドや血液製剤によ
る HIV とＣ型肝炎，スモンなどの感染症が起きたこと
が分かった。 
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第２時 薬害の実態② 「薬害による被害の実態を知ろう」 
 
１ 本時の目標 

サリドマイド被害者の方の話を聞き，障害があることの苦労など，薬害の実態について理解を深

めることができる。 

 

２ 学習の展開 （２／５）           

 

 学 習 活 動 指導・援助 

導 

入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
１．復習する 
 
 
 
２．サリドマイド被害者の話を聞く 
 
 
 
 
  

 
  ○幼少期の体験 
   ・東京の小児病院で生活 
   ・ラーメン屋で，「出て行ってくれ」と追い払われる 
   ・同年代の子どもに，公園で石を投げられる 
 
 
 
 
  ○生活上の苦労 
   ・両親が離婚する 
 
  
 
 
 
 
  ○現在の活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．学んだことをまとめる 

・学習プリントに書く 
 
 

 
○パワーポイント 
 
・前時の学習内容を想起する 
 
 
講師 
増山 ゆかりさん 

    
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サリドマイドによる被害の実態について，詳しく話を
聞こう 

生徒の意識 

 増山さんは，サリドマイドの影響で，身体に障害をも
って生まれてきた。幼少期には，いじめを受けた経験も
あり，いまでも障害による差別があると感じている。現
在は，薬害がない社会を築くために，自らの体験談など
を伝える活動に取り組む。 

・1963 年 北海道生まれ 
・出生時の家族構成は，
父，母，兄，祖父母の
６人 

・現在は，東京都在住 
・公益財団法人いしずえ 
の理事を務める 
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第３時 薬害と人権 「薬害はどのような人権侵害につながっているだろう」 
 
１ 本時の目標 

サリドマイドなど薬害の被害は，日本国憲法が保障する平等権や生存権など，基本的人権の侵害

につながっていることに気付くことができる。 

 

２ 学習の展開 （３／５）           

 

 学 習 活 動 指導・援助 

導 

入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
１．前時の学習を想起する 
   
 
 
２．学習課題をつかむ 
 
 
 
 
  

 
 
３．グループで考える 
   

○幸福追求権（13条） 
  

 
○平等権（14条） 

   ・いじめや差別 
 
 
  ○自由権 
   ・精神の自由，身体の自由（奴隷的な拘束） 

・経済活動の自由 
 
 
  ○社会権 

・生存権（25条）※出生時に，生命の危険 
・教育を受ける権利（26条） 

   ・勤労の権利（27条） 
 
 
４．発表する 
 
 
 
５．弁護士の話を聞く 
  ・障害者への差別の現状 
  ・障害者差別解消法 など 
 
 
 

 
 
○前時の学習プリント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○日本国憲法（教科書） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講師 
 平松卓也さん（弁護士） 

増山さんは，薬害によってどのような人権が侵害され
ただろうか。 

生徒の意識 

 増山さんは，サリドマイドの薬害によって，憲法が保
障する平等権や自由権，社会権が侵害されてしまった。
薬害のない社会を築いていく必要がある。 
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第４時 薬害の原因 「なぜ薬害は起き，被害が拡大したのだろう」 
 
１ 本時の目標 

薬害による被害が起きたのは，審査の不備と初期対応の遅れが主な原因である。そして，被害が

拡大したのは，人災によるところが大きいことに気付くことができる。 

 

２ 学習の展開 （４／５）           

 

 学 習 活 動 指導・援助 

導 

入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
１．前時の学習を想起する 
 
 
 
２．学習課題をつかむ 
 
 
 
 
  

 
 
３．個人で考える 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．発表する 
 
 
 
５．まとめる 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○資料１～３ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
※資料から読み取ったことを
キーワード化することで，思
考を整理する。 

 

 
 
 
 
○パワーポイント 
 
・薬害の捉えについて，確認し
直す。 

 

なぜ，サリドマイドによる被害は起き，拡大したのだ
ろうか。 

生徒の意識 

 薬害が起き，拡大したのは，審査の不備や初期対応の
遅れ，被害発生後の対応の不徹底などが主な理由であ
る。同じ被害を繰り返さないための制度を整える必要が
あるだろう。 

２ サリドマイドの審査 

・製薬会社が提出した書類に

は，副作用に関する資料は

なかった。 

・審査会には専門家が含まれ

ておらず，わずか１時間半

で審査が終わった。 

→不十分な審査だった。 

１ サリドマイドの薬害被

害に関わる年表 

・外国では，危険性が指摘さ

れてから製造・販売が中止

されるまで早い。しかし，

日本では遅れた。 

 

→初期対応の遅れが，被害拡

大につながった。 

３ 日本におけるサリドマイドの被害者数 

・販売停止と回収が出されたにも関わらず，被害者が出ている。 

 

→被害発生後の対応が不徹底だった。 

被害の発生と拡大へ 
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第５時 薬害のない社会の実現 「薬害が起きない社会の仕組みをつくろう」 
 
１ 本時の目標 

国と製薬会社，医療機関の関係をもとに，薬害が起きない社会制度の在り方について考え，提言

することができる。 

 

２ 学習の展開 （５／５）           

 

 学 習 活 動 指導・援助 

導 

入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終 

末 

 
１．前時の学習を想起する 
 

・サリドマイドの認可の仕方 
 
 
 
２．学習課題をつかむ 
 
 
 
 
  

   
３．グループで考える 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．発表する 
 
 
 
５．国の取組を知る 
   
  ・厚生労働省の方の話を聞く 

 
 
○資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講師 
厚労省職員（２名） 

 

薬害が起きない社会の仕組みを考えよう。 

生徒の意識 

 薬害が起きないために，情報を広く共有することが大
切であり，国と製薬会社，医療機関，国民との関係を見
直していくとよい。そして，誰もが基本的人権が尊重さ
れる社会を目指していかなければならない。 
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風邪薬をのむ

→熱が下がる

→眠くなる

主作用

副作用

◆大きな副作用

◆多くの人に被害

薬害

サリドマイド
による被害

1960年頃，睡眠薬や胃腸薬

として販売（西ドイツ）

日本でも販売が開始

妊娠初期に服用した母親か
ら，手や足，耳（聴力），内
臓などに障害のある子どもが
生まれる

ヨーロッパ各地では販売
が中止（日本では継続）

サリドマイドの
危険性
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第１時 薬害とは何だろうか 

 

出典 『薬害を学ぼう』厚生労働省  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

〈用語解説〉 

○キノホルム製剤 

 1900 年頃にスイスで外用薬（塗り薬）として販売が始まった薬で，日本では 1953 年から

内服薬（飲み薬）の整腸剤として使われるようになった。 

 

○スモン 

  キノホルム製剤を経口摂取すると全身のしびれ，痛み，視力障害等が生じる。この症状をス

モンと呼ぶ。これは，症状を表す英語の頭文字をとったもの（ＳＭＯＮ）である。 

 

○血液製剤 

  人の血液から得られた医薬品で，「輸血用血液製剤」と「血しょう分画製剤」は，血しょう

から治療に必要な血しょうタンパク質を分離精製した製剤である。 

 

○ＨＩＶ 

  人の体をさまざまな最近などから守る働き（免疫）をするＴリンパ球などに感染するウイル

スであり，「ヒト免疫不全ウイルス」の略称である。ＨＩＶ感染により免疫力が低下すること

で，普段は感染しない病原体に感染しやすくなり，さまざまな症状を発祥するようになる。 

 

○Ｃ型肝炎ウイルス 

  Ｃ型肝炎を引き起こすウイルスであり，血液が主な感染経路である。肝臓は体に必要なタン

パク質や栄養分の生成や貯蔵，不要となった老廃物や薬物の解毒を行う器官で，Ｃ型肝炎ウイ

ルスの感染により，肝臓の細胞が破壊される肝炎の状態になる。肝炎が慢性化した場合，約

20年かけて肝硬変や肝がんに進行することも多い。 

３ 血液製剤によるＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）感染  ／被害者：1,400 人以上 

 主に血友病（出血時に血が止まりにくい病気）の患者が，止血・出血予防の薬として使

用していた非加熱血液製剤にＨＩＶが含まれていたため，多くの血友病患者がＨＩＶに感

染した。製薬企業は薬の危険を知りながら販売を続け，国はＨＩＶ感染防止に有効な対策

を取らなかったことで被害が拡大した。 

 

２ 血液製剤によるＣ型肝炎ウイルス感染  ／被害者：約１万人（企業推計） 

 出産や手術の際に，止血剤として使用された血液製剤にＣ型肝炎ウイルスが入っていた

ため，多くの人がウイルスに感染し，慢性肝炎や肝がんなどの病気になった。製薬企業の

製造責任は重く，国は甚大な被害の発生，拡大を防止できなかった。 

 

１ キノホルム製剤によるスモンの発生  ／被害者：約１万人以上 

 「キノホルム」は，1900 年頃にスイスで傷薬として販売された薬で，日本では整腸薬

として使われるようになった。1960 年代，キノホルムの入った整腸薬を飲んだ人に，全

身のしびれ，痛み，視力障害が起きた。当初は，伝染病が疑われ，原因究明が遅れたため，

１万人を超える人が被害にあったと言われている。  
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第
４
時
 
薬
害
の
原
因
 
「
な
ぜ
薬
害
は
起
き
た
の
だ
ろ
う
」
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日
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１
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ド
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の
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害
被
害
に
関
わ
る
年
表

 

年
月
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き
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1
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年

1
0
月

 
 

  

1
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5
8
年

0
1
月

 

      

1
9
6
1
年

1
1
月

 
 

       

1
9
6
2
年

0
9
月

 
 

西
ド
イ
ツ
で
鎮
静
・
睡
眠
剤
と
し
て
発
売

 

そ
の
後
，
世
界
約

4
0
か
国
で
販
売
さ
れ
る

 

 

日
本
で
も
「
イ
ソ
ミ
ン
」
と
し
て
販
売

 

「
妊
婦
や
小
児
が
安
心
し
て
飲
め
る
安
全
無
害

な
薬
」
と
宣
伝
さ
れ
る

 

 

世
界
各
地
で
手
足
や
耳
に
奇
形
を
も
っ
た

 

子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
る

 

 

西
ド
イ
ツ
の
小
児
科
医
・
レ
ン
ツ
博
士
は
，
サ
リ

ド
マ
イ
ド
の
危
険
性
を
学
会
で
警
告
す
る

 

1
0
日
後
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
薬
の
製
造
・
販
売

が
中
止
さ
れ
，
回
収
が
始
ま
る

 

日
本
の
厚
生
省
（
当
時
）
は
，
レ
ン
ツ
警
告
に
「
科

学
的
な
根
拠
が
な
い
」
と
し
て
販
売
を
継
続
す
る

 

  

日
本
の
厚
生
省
や
製
薬
会
社
が
，
販
売
停
止
と
回

収
を
発
表
す
る

 

 

『
い
し
ず
え

3
0
年
の
軌
跡
』
よ
り
作
成

 

３
 
日
本
に
お
け
る
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
被
害
者
数

 

年
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数
（
人
）
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年
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計

 
3

0
9
 

※
被
害
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
被
害
者
は
，
推
定
で
約

1
0

0
0
人
（
死
産
を

含
む
）
と
言
わ
れ
て
い
る

 

公
益
財
団
法
人
い
し
ず
え
 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成

 

 

サ
リ
ド
マ
イ
ド
剤
を
使
っ
た
大
日
本
製
薬
の
睡
眠
剤
は
，

3
0
年

8
月
，
厚
生
大
臣
に
製
造
許

可
申
請
が
出
た
。
新
医
薬
品
審
査
会
の
審
査
を
経
て
，
同
年

1
0
月
許
可
，
翌
１
月
か
ら
販
売
さ

れ
た
。
新
医
薬
品
審
査
会
は
，
薬
事
審
議
会
の
下
部
組
織
で
，
新
薬
の
実
質
的
な
審
査
機
関
。
こ

こ
で
の
「
イ
ソ
ミ
ン
」
の
審
査
は

9
月

9
日
に
行
わ
れ
た
。
大
日
本
新
薬
が

8
点
の
文
献
と
若
干

の
デ
ー
タ
を
添
え
た
が
，
い
ず
れ
も
薬
効
に
関
す
る
も
の
で
，
副
作
用
に
つ
い
て
の
資
料
は
な
か

っ
た
。
そ
の
資
料
も
，
調
査
委
員
に
送
ら
れ
た
の
は
，
審
査
の
一
週
間
前
。
委
員
に
奇
形
学
の
専

門
家
は
一
人
も
な
く
，
当
日
は
，
他
の
新
薬
１
件
と
と
も
に
，
わ
ず
か
１
時
間
半
で
審
査
を
終
り
，

こ
の
薬
は
薬
事
審
議
会
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
，
そ
の
ま
ま
許
可
さ
れ
た
。
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ポ
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ト

リ
ポ

ー
ト

　薬が引き起こす健康被害（薬害）と人権について学ぶ

特別授業が9月下旬、３日間にわたり岐阜県関ケ原町立

今須中学校で行われた。１９６０年代に大きな薬害を引

き起こした鎮静・睡眠剤サリドマイドが原因で、生まれ

つき腕が短い増山ゆかりさん（55）や弁護士、厚生労働省

医薬・生活衛生局の担当者が、３年生12人に語りかけた。

社会科「人権と共生社会」の授業（全５時限）について、

同校の藤井健太郎教諭（42）に報告してもらった。

障害があることの意味

　今須中は全校生徒34人の小規模

校です。中学３年は12人しかいま

せん。この小さな学校に増山さん

が来校したのは９月27日、社会科

「人権と共生社会」特別授業の２

日目でした。

　教室に入ってきた増山さんは、

生徒たちの前で椅子に座りまし

た。さっと靴を脱ぎ、足の指を巧

みに使ってリュックのファスナー

を開けると、やはり足の指で授業

用の資料を取り出しました。

　右肩のすぐ先にある３本の指と

両足で生活する彼女にしたら、手

を使わないのは自然な振る舞いで

すが、生徒にとって「障害がある

ことの意味」を初めて目にした瞬

間です。いつもは冷静な西村萌
もえ

加
か

さんが身を乗り出したぐらいです

から、のっけからインパクトがあ

りました。

差別と偏見に衝撃受ける

　教室で、増山さんは生徒たちの

間を回りながら半生を語ってくれ

ました。心臓に穴が開いていたた

め、生後すぐに北海道の親元を離

れて都内の病院に入院したこと。

なかなか歩けず、看護師さんに

背負われて病院で暮らしたこと

……。

　話は、歩けるようになった小学

生時代へと続きました。石を投げ

られたことは一度や二度ではな

く、ラーメン屋に入ったら「迷惑

になるから出ていってくれ」と言

われたこともあったそうです。

　「北海道に戻った私を待ってい

たのは両親の離婚と家族の離散で

した。私は家族と暮らしたことが

ありません」と増山さんが明かす

と、うつむく生徒がいました。一

言も逃すまいと、食い入るように

聞く生徒もいます。真面目なクラ

スですが、いつもと違う空気が教

室に流れていると感じました。

　「いじめにあったり、家族と会

えなかったりするのは私には耐え

られない」「どれだけ精神的に追

い詰められたのか、はかりしれない」

　講演直後、12人が書いた感想文

には、増山さんに心を揺さぶられ

た思いがあふれていました。

憲法と比較、人権を考える

　この日の目的は、増山さんの体

験をしっかりと受け止め、「薬害

は、どのような人権侵害につなが

るのか」を考えることです。

求権の侵害につながるなど、生徒

が気づかなかった点を解説してく

れました。

なぜ被害が拡大したか

　学習計画を作るうえで注意した

のは、サリドマイドについての生

徒の知識は乏しいという点です。

なぜ、この薬害が起きて拡大した

のかを学ぶため、私は被害者団体

が公開する資料や新聞記事などか

ら、生徒向けに年表を作りました。

　サリドマイドの危険性が初めて

警告されてから、販売停止・回収

されるまでの日欧の動きを比較し

て、三和日
ひ

那
な

乃
の

さんは「日本で被

害が拡大したのは、審査の不備や

初期対応の遅れ、被害発生後の対

応の不徹底が主な原因だった」と

まとめました。「同じことを繰り

返さないための制度を整える必要

がある」と一歩踏み込む生徒もい

ました。

薬害起きない社会を

　最後は、どうしたら薬害が起き

ない社会を作れるのかを考える学

習。新薬が認可され、国民に届く

までの流れの図を用意しました。

　ここで驚いたのは、山田真衣さ

んが図に書き加えた内容です。

「国民」から「国」に向けて矢印

を書いて、「被害を伝える情報機

関を作る」というメモも記しました。

　「副作用の情報をすぐに国に伝

える窓口があれば、被害拡大を防

げる」という彼女の発想は、実は

とても鋭いのです。２００４年に

創設された独立行政法人「医薬品

医療機器総合機構」（ＰＭＤＡ）

が、この役割を担っているからで

す。厚生労働省から来校した医薬

品副作用被害対策室の方々もＰＭ

ＤＡの役割などを説明し、国民目

線で薬や医療機器をフォローして

いることを話してくれました。

　講演後の50分はグループ学習と

し、薬害が侵す国民の権利につい

て話し合い、発表しました。

　「石を投げられたことは、憲法

が保障する『個人の尊重』が侵害

された」。こうノートに書いたの

は谷口紗
さ

弓
ゆみ

さんです。「希望する

職業を目指せないのは『職業選択

の自由』を侵す」とも考えました。

　発表後、平松卓也弁護士（37）

に登壇してもらいました。生命の

危機があったことから生存権が脅

かされていたことや、障害が原因

で望むことができないのは幸福追

■
 年

表
 サ

リド
マ

イド
薬

害
1960

年
前
後
に
催
眠
鎮
静
剤
とし
て
使
わ
れ
、
日
本
の
製
薬
企
業
が
販

売
停
止
・
回
収
を
発
表
し
た
の
は
1962

年
9
月
13
日
、
諸
外
国
の
対
応

か
ら
10
か
月
遅
れ
た
。
1974

年
、
国
と
製
薬
企
業
が
因
果
関
係
と
責
任

を
認
め
て
サ
リド
マ
イド
訴
訟
は
和
解
し
た
。

　
今
回
の
試
み
は
薬
害
に
つ
い
て
学
ぶ
方
法
を
探
る

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
授
業
と
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
が
、私
に
は「
薬
害
を
通
し
て
人
権
を
学
ぶ
」と
い
う

大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
人
権
が
保
障
さ
れ
る
社
会
こ
そ
が
、平
和
を

実
現
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
2016年

か
ら
広
島

へ
の
修
学
旅
行
を
引
率
し
て
生
徒
と
一
緒
に
被
爆
体

験
談
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、被
爆
者
は
後
遺
症
に
苦

し
む
だ
け
で
な
く
、い
わ
れ
の
な
い
偏
見
や
差
別
を
受

け
て
き
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
以
来
、人
権
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
サ
リド
マ
イド
の
薬
害
に
つ
い
て
、実
は
私
も
詳
し
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
態
が
見
え
て
き
た
の
は
、厚
生
労
働
省
と
の
打

ち
合
わ
せ
や
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
を
調
べ
て
か
ら
で

す
。
腕
の
な
い
サ
リド
マ
イド
児
の
写
真
は
痛
ま
し
く
、

被
害
拡
大
に
人
災
の
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
、そ
れ
を
防

ぐ
制
度
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。

　
増
山
さ
ん
は
、お
母
様
が
妊
娠
中
に
飲
ん
だ
胃
腸

薬
に
含
ま
れ
て
い
た
サ
リド
マ
イド
の
副
作
用
で
、障
害

を
持
っ
て
生
ま
れ
まし
た
。
彼
女
か
ら
直
接
話
を
聞
け
ば
、

「
同
じ
過
ち
を
起
こ
さ
な
い
社
会
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
、生
徒
た
ち
は
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
人
権
と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、抽
象
的
で

あ
り
理
解
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
増
山
さ

ん
が
受
け
た
偏
見
や
差
別
を
、憲
法
が
保
障
す
る
権

利
と
照
らし
合
わ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、生
徒
の
な
か
で
人

権
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
と

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
授
業
後
、
山
田
怜
君
は

「
ど
ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も

人
間
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
誰
も
が
生
き
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
社
会
を
築
く
必
要
が
あ
る
」と
人
権

へ
の
理
解
を
深
め
、そ
も
そ
も
生
き
る
と
は
何
な
の
か
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
松
井
彩
乃
さ
ん

は
町
内
会
で
募
金
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組

む
な
ど
、実
際
に
行
動
を
起
こ
し
は
じ
め
まし
た
。

　
進
学
し
た
い
高
校
や
就
き
た
い
仕
事
な
ど
、生
徒
た

ち
に
は
た
くさ
ん
の
夢
が
あ
り
ま
す
。で
も
、夢
を
目
指

す
権
利
は
一
人
ひ
と
り
が
努
力
し
な
い
と
失
わ
れ
て
し

まう
か
もし
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。

夢
を

目
指

す
権

利
 失

わ
な

い
た

め
に

 ─
授

業
を

振
り

返
っ

て

今
須

中
学

校
 藤

井
 健

太
郎

 教
諭

1957年
10月

○
西
ド
イ
ツ
で
鎮
静
・
睡
眠
剤
とし
て
発
売
、そ
の
後
世
界
約
40

か
国
で
販
売
さ
れ
る

1958年
  1月

○
日
本
で
も「
イ
ソ
ミン
」とし
て
販
売
、「
妊
婦
や
小
児
が
安
心
し

て
飲
め
る
安
全
無
害
な
薬
」と
宣
伝
さ
れ
る

世
界
各
地
で
手
足
や
耳
に
奇
形
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
る

1961年
11月

○
西
ド
イ
ツ
の
小
児
科
医
・レ
ン
ツ
博
士
が
サ
リド
マ
イド
の
危

険
性
を
学
会
で
警
告
す
る
。
10日

後
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
薬
の

製
造
・
販
売
が
中
止
さ
れ
、回
収
が
始
ま
る

○
日
本
の
厚
生
省（
当
時
）は
レ
ン
ツ
警
告
に「
科
学
的
な
根
拠

が
な
い
」とし
て
販
売
を
継
続
す
る

1962年
  9月

○
日
本
の
厚
生
省
や
製
薬
会
社
が
販
売
停
止
と
回
収
を
発
表

厚
生
労
働
省
の
担
当
者
は
、
現
在
の
医
薬
品
を
審
査
し
て
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
話
し
た

■
 新

薬
が

国
民

に
届

くし
く

み（
1960

年
代

当
時

）

憲
法
が
保
障
す
る
人
権
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
す
る
平
松
弁
護
士

被
害
者
た
ち
が
受
け
た
差
別
・
偏
見
侵
害
さ
れ
た
権
利

店
か

ら
追

い
出

さ
れ

た
×

平
等

権
　

歩
い

て
い

る
だ

け
で

石
を

投
げ

ら
れ

た
×

平
等

権
、

自
由

権

血
が

け
が

れ
て

い
る

と
言

わ
れ

た
×

法
の

下
の

平
等

家
に

閉
じ

こ
め

ら
れ

た
×

隷
属

的
拘

束
か

ら
の

　
自

由

受
験

で
き

る
大

学
が

少
な

か
っ

た
×

学
問

の
自

由
、 

　
教

育
を

受
け

る
権

利
就

き
た

い
職

業
が

選
べ

な
か

っ
た

×
職

業
選

択
の

自
由

■
 薬

害
は

ど
ん

な
人

権
を

侵
害

し
た

か
 生

徒
た

ち
の

考
え

薬害と              を考える３日間 サリドマイド薬害

増山さんが特別授業
公
益
財
団
法
人
い
し
ず
え『
い
し
ず
え
30
年
の
軌
跡
』よ
り
作
成

人権 人権
※
現
在
、
薬
事
審
議
会
と
新
医
薬
品
審
査
会
は
改
称
・
改
編
さ
れ
て
い
る

4
5

2018.11〈
vol.47〉  

2018.11〈
vol.47〉  

Y
om

iuri E
ducation N

etw
ork

5

医
療
機
関

薬
局

薬
の

処
方

国
　
民

薬
の

使
用

国
厚

生
労

働
省

薬
事

審
議

会
新

医
薬

品
審

査
会

製
薬
会
社

薬
の

開
発

や
製

造

薬
の

安
全

性
な

ど
を

チ
ェッ

ク
し

販
売

を
認

め
る

薬
の

製
造

や
販

売
の

承
認

を
申

請
す

る
薬を

販売する

診
察

し
、薬

を
処

方
す

る

（
上
）障
害
を
持
つ
こ
と
を
体
験
し
て
み
て
―
。
指
定
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
を
、

指
を
使
わ
ず
に
開
こ
う
と
悪
戦
苦
闘
す
る
生
徒

（
右
）足
の
指
を
使
っ
て
傘
を
さし
て
見
せ
た
増
山
さ
ん
。「
握
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
雨
が
降
っ
て
も
使
い
ま
せ
ん
」と
生
徒
た
ち
に
伝
え
た

（
下
）ど
ん
な
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
学
習
で
、

生
徒
に
アド
バ
イ
ス
を
す
る
増
山
さ
ん
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４．青森山田中学校 

【対象学年】中学校１・２年生 

【教科等】総合的な学習の時間  

【学習の目的（２年生）】 

  サリドマイドを題材として、 

・ 使い方を注意していれば病気を治癒するために使用することができるも

のである 

・ 再び被害を発生させることのないよう使用するべきでない 

という２つの価値観に立って討論することを通じ、自らの生き方について考

える機会とする。 

【授業の流れ】 

○ １年生のクラスは、「薬害を学ぼう」に沿って１時間の授業を実施した後、

被害者の講演を実施した。 

○ ２年生のクラスでは、テーマごとに４つのグループに分かれてサリドマイ

ドについて調べ、発表し、討論を行った後に、被害者の講演を実施した。以

下では、２年生のクラスにおける授業について記載する（別添８の指導案も

参照）。 

１時間目：個人で調べ学習 

 各自、タブレット端末を用いて、薬害について調べる。 

２時間目：テーマごとに話し合い 

４グループに分かれ、それぞれ、①サリドマイドに関する訴訟、②出生期か

ら幼少期までの被害者の生活、③学生時代から現在に至るまでの被害者の生

活及び④サリドマイドが新たな病気に用いられていることについて、新聞記

事やインターネットの記事など教師が用意した資料をもとに個人で調べた後、

グループで話し合い、まとめる。テーマごとに提示された視点は以下のとお

り。 

① サリドマイドに関する訴訟 

・ 母親たちはどうしてほしくて何をしたのだろう 

 ・ 会社側は最初どうだっただろう 

 ・ 裁判ではどんなことを訴えたのだろう 

 ・ 国・会社はどう主張したのだろう 

 ・ 裁判に勝訴するまでどれくらいかかったのだろう 
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② 出生から幼少期にかけての被害者の生活 

 ・ 生まれるとき、生まれたとき、どんな困難があったのだろう 

 ・ 幼少期～学校時代にどんな困難があったのだろう 

③ 学生時代から現在に至るまでの被害者の生活 

   ・ 学生時代、就職、結婚などでどんな困難があったのだろう 

   ・ 現在、そんな困難があるのだろう 

  ④ サリドマイドが新たな病気の治療に用いられていること 

・ どんな病気に効果があるのだろう 

   ・ 新しい問題としてどんな問題が出てきているのだろう 

   ・ 薬品としてのサリドマイドにはどんなことを注意するように書かれて

いるのだろう 

・ 薬として使いたい人たちは、どんなことを考えているだろう 

３時間目：各グループの発表 

 各グループが行った発表の概要は以下のとおり。 

 ① サリドマイドに関する訴訟 

  ・ 63 年３月製薬企業を訪れたが門前払いをされた。 

74 年 10 月、被害児に謝罪。検査をしっかりしていればこのようなこ

とにはならなかった。責任を認めれば 11 年もかからなかった。 

② 出生から幼少期にかけての被害者の生活 

 ・ 薬によるものだと分かっていなかったため、周囲から遺伝のせいだ

と言われた。 

 ・ 養護学校すら入学できない。 

・ 被害者が恥ずかしくて家に籠もっていた。ボランティアによりキャ

ンプなどを実施。 

 ・ 内臓や血管にも異常があることが最近判明。 

 ・ 薬のせいで一生不自由な生活を送らなければならず、かわいそう。 

  先生からの質問：なぜキャンプなどをやったのか。 

  回答：外に出られない被害者が体を動かす機会をつくった。 

    応援してくれる人たちもいた。 

③ 学生時代から現在に至るまでの被害者の生活 

 ・ 就職・仕事に支障が出る。 

  ・ 結婚・家事・育児にパートナーや親の理解が必要。 
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  ・ 健康問題 血管や内臓の異常等、身体の使い過ぎによる二次障害に

より、健常者と同じようには動けない。何十年経っても被害の真っ只

中にある。 

 ④ サリドマイドが新たな病気の治療に用いられていること 

  ・ 多発性骨髄腫などに効果があることが判明。 

  ・ 個人輸入が行われていたが、承認により費用が安くなった。 

  ・ サリドマイド製剤安全管理手順（ＴＥＲＭＳ）の下で使用している。 

討論 

 ①～③について調べたグループと④について調べてグループが、サリドマ

イドの使用の是非について討論。 

○ ①～③を調べたグループの意見

● ④を調べたグループの意見 

● サリドマイドを認めないと多発性骨髄腫を治せないので認めるべき。 

○ もう一回同じこと（薬害）が起きたらどうするのか。 

● サリドマイド製剤安全管理基準を守れば起きない。 

○ 妊娠しているときに多発性骨髄腫となったらどうするのか。 

● 出産を諦めるか、出産してから治療することになる。 

○ 多発性骨髄腫に効くことは分かったが、サリドマイドは実際被害者が出

ている。被害者のことを考えると、時間はかかるかもしれないが新薬を待

った方が良い。 
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４時間目：増山ゆかり氏（（公財）いしずえ サリドマイド福祉センター）の講演 

  前の時間で各グループがまとめた内容を増山氏に発表（発表内容について

は、各グループの発表を参照。）した後、増山氏による講演（概要は、１．東

海大学仰星高等学校を参照）。なお、毎日新聞及び東奥日報において、本講演

に関する記事が掲載された（別添９参照）。 

【授業を受けた生徒の感想（１年生のものも含む。）】 

授業で一番印象に残った内容 

 ○ 薬害は副作用と違うことがよく分かったことと、増山さんの手をさわっ

た時が印象に残りました。 

 ○ 一番重要なのが重大な副作用が起きてしまったことではなく、それを放

置してしまったことだということ。 

 ○ 製薬会社が責任を認めるまでに 11 年もかかっていたことが驚き、印象に

残った。 

 ○ 薬害とは、薬による望まない副作用ではなく、起きてしまってから人と

して正しい対応をとらなかったことから引き起こされた人災による被害だ
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ったということ。 

授業で良かった点 

 ○ 実際に動画を見たので、どんな生活をしているかが分かりやすかった。 

○ 自分たちで調べたことと、被害者からの意見を比べてより、サリドマイ

ドがどういうものなのかを知れた点 

〇 みんながそれぞれの視点で調べて発表し、その後増山さんの話を聞いた

りビデオを見て、薬害について理解が深まった点。実際に被害者に会って

話を聞いた点。 

〇 １回１回自分たちの方に来て質問なども入れたりして話してくれたので

とても分かりやすかった。 

その他 

 〇 自分たちで調べたことのほかに、インターネットなどに書いていない被

害者の気持ち、考えがきけたので、初めと後では、自分の考えも変わりま

した。とてもいい経験をしたと思うので、これからにしっかり生かしてい

けるようにしたいと思います。 
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薬害について将来と現在のための学習 

 

  

⑴ 目的 

 ① 職業調べをする中で、希望する職業として調べた医師、医療関係各種技師、薬剤師等

の仕事に従事するにあたって、起こしてはならない「薬害」について学習し、将来の希

望する職業につくための心構えをつくる。 

 ② 薬害を起こしてしまった薬剤には、使い方や、注意喚起を誤らなければ、その作用と

して病気で困っている人の病を治癒するために使用することができることと、薬害被害

者のことを考えれば再び起こさないように、また人権問題としてその気持ちを考え使用

するべきでない、という２つの価値観に立って討論することにより、将来の自分の生き

方について考える機会とする。 

⑵ 単元名 

 「薬害について、今（現在）と未来（将来）に出来ることを考えよう」 

⑶ 教科 

 総合的な学習の時間  

⑷ 単元目標 

 ① 薬害について資料を使って調べることを通じて、その起きた理由及び薬害の実態を知

ることができる。 

 ② サリドマイド被害の実態を調べると同時にサリドマイドによって救われる病気につ

いても調べ、知ることができる。 

 ③ 薬剤被害者としての立場と薬剤を病気の治療のために必要とする患者それぞれの立

場に分かれて資料を使って意見をまとめることができる。 

 ④ サリドマイド被害者、サリドマイドを使いたい患者・医師の立場に分かれ、ディスカ

ッションを行うことにより、薬剤の使用に対する正しい考え方を知ることができる。 

 ⑤ 薬害に対する正しい考え方を知ることを通して、現在から将来、自分がどのようにし

ていけばよいか考えることができる。 

⑸ 単元計画 

 ・ 薬害とは何かを知ろう  

 ・ サリドマイド被害について調べよう 

 ・ 薬剤としてサリドマイドを必要とする患者・医師の考えを調べ、まとめよう 

 ・ まとめたことをもとに、２つの立場に立ちディスカッションしよう 

 ・ ディスカッションの結果から２つの立場に立って発表をする 

 ・ 被害者の方からの講演を聞き、質疑を通して、自分の生き方としてどうしていくべき

か考えをまとめる 
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５．岡垣町立岡垣中学校 

【対象学年】中学３年生 

【教科等】公民 

【学習の目的】 

  〇 消費者の保護に関わる問題として、薬害の歴史を学ぶとともに、発生の

共通点を理解することができる。 

  〇  薬害を防ぐための社会の仕組みと、消費者としてどのような役割を果た

せばよいかを考える 

【授業の流れ】 

１時間目 

※ 別添 10 の指導案も参照。別添 11 のスライド及び別添 12 のワークシート

を使用。 

 ○ すでに学習したことの復習 

・ 製造物責任法（ＰＬ法） 

・ 企業の社会的責任（ＣＳＲ）･･･商品の情報開示、顧客への誠実な対

応、労働環境配慮、地球環境への配慮、社会貢献 

  ○ かぜ薬の注意書きにはどういうことが書いてあるか、生徒に質問 

  ―（生徒の回答） 

「15 歳以上は３個」。15 歳未満が３個飲んでしまうと副作用が生じる。 

〇 薬の研究開発、承認申請、審査、許可、販売の流れを説明した後、Ｃ型

肝炎訴訟の新聞記事を提示。薬害について私たちにできることを考え、ま

とめることが、今回の授業のめあてであることを説明し、プリントを配布。 

〇 「薬害を学ぼう」を見ながら、個人で薬害を書き出す作業を行う。 

○ 答え合せの後、副作用とは何かを説明。風邪薬を飲むと眠くなるなどす

るのが副作用。 

○ 「薬害を学ぼう」から副作用と薬害の違いについて記載されている箇所

に線を引く作業を実施。グループで話し合う。 

 ―（生徒の回答） 

 ・ クロロキンによる網膜症の「目が見えにくくなるなどの症状」 

 ・ 解熱剤による四頭筋短縮症の「膝が曲がらないなどの被害」 

 ・ 血液製剤によるＣ型ウイルス感染の「ウイルスに感染し、慢性肝炎や

肝がんなどの病気になりました」 

○ スモンとサリドマイドに係る解説文（５頁）を読み、国、製薬企業、医
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療機関、消費者がそれぞれ当時何をすべきであったか、４グループに分か

れて議論。議論した結果を発表。 

 ―（生徒の発表（一部）） 

 ・国は、危険性に気づいたときすぐに中止するべきだった。 

 ・企業は、間違ったキャッチフレーズで売るのをやめるべきだった。 

○ 薬害がきっかけでできた制度を説明。 

  ○ 関係者はそれぞれの立場でどんな役割を果たすべきか、どんな情報を誰

に共有すべきか、グループで議論しまとめる。 

  （生徒の意見（一部）） 

  ・国：申請書類から薬の安全性をチェックする。薬の承認の取消しや回収

命令など企業に対して指導を行う。 

  ・製薬企業：患者を第一に考えて検査をしっかりする。 

  ・医療機関：処方する患者に危険性をしっかりと説明。副作用が起きた場

合、国や製薬企業に報告。 

  ・消費者：薬についての正しい知識を持つことや薬害について関心を持つ

こと。 

 

 ２時限目 山口美智子氏（薬害肝炎全国原告団前代表）よる講演 

  ※ 別添 13 のレジュメも参照。なお、地元のニュース番組において、本講演

が紹介された。 

  （Ｃ型肝炎について） 

  ○ Ｃ型肝炎は、他の薬害被害者と異なり、外見では分からない上、自覚症

状が出てくるのも肝硬変になる頃であり、気づいたころには手遅れとなっ

てしまう。 

  ○ インターフェロンを１日おきに２年間、300 本注射した。治療の成果

でウイルスは除去された。現在の治療では、インターフェロンは１週間に

１回で良くなっており、インターフェロンを使わずに飲み薬だけで済む場

合もある。しかし、ウイルスが除去できても、がんになることはあり、検

査を受け続ける必要がある。 

   ○ Ｃ型肝炎ウイルス感染による被害は、精神的被害、肉体的被害、経済的

被害、社会的被害に分類できる。 

・ 精神的被害：急性肝炎から慢性肝炎、肝硬変、肝がん、死とそれぞれ

何割進行していく、という説明を受け、いつも不安であったということ
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など 

・ 肉体的被害：インターフェロンによる副作用、発熱、脱毛、階段の昇

降時に息切れすることなど 

・ 経済的被害：治療費。現在は国からの助成が出ており、治療が短期化

しているが、それでも負担はある。 

・ 社会的負担：地域によって偏見・差別があったりした。家族にも言う

ことができない人や内定を取消された人もいた。また、いくらか病気の

ことが知れ渡ってきた今でも差別はある。原告団の事務所を立ち上げる

際、同じ建物の歯科医院から「看板を出さないでくれ」と言われた。 

自分にとって一番大きかったのは、社会的負担。小学校の教師をしてい

たが、体育の授業で運動できなかったり、インターフェロン注射に伴う発

熱を抑える解熱剤服用による下痢のため、授業中にトイレに行かなくては

いけなかったり、仕事に支障が生じた。小さいころから志望し、一生の仕

事と思っていた教師であったが、子供に責任持てないと思い、退職。 

  （薬害Ｃ型肝炎について） 

〇 Ｃ型肝炎のうち、裁判になっているのは、血液製剤によるＣ型肝炎感染。

出産のときの止血剤として血液製剤を使用して発症した。大学で医学等を

学ぶ学生に講義をしている中で、学生から「フィブリノゲンの副作用で感

染したんですね」と言われたことがある。しかし、先ほどの授業から、薬

害と副作用が異なることは、皆さんはすでに分かっていると思う。 

 〇 アメリカの囚人の売血を製薬会社が買って、血 漿
しょう

だけをプールのような

ところに入れ、そこから血液製剤が製造された。毒を打たれたようなもの。 

 〇 裁判で争われたのは、気づいたときに止めなかったこと。例えば、アメ

リカでは私が打たれた 10 年前には承認を取り消されており、青森の産婦

人科では投与された８人の妊婦が８人とも感染するといったことが起き

ていた。ストップして対応がとられていたなら、被害は拡大しなかった。 

しかし、日本では、1992 年まで使用された。製薬企業は、30 万人にフ

ィブリノゲンは投与され、１万人は感染したと言っている。一方で、原告

は 2000 人しかいない。自分が感染していることを知らない人がいるかも

しれないということであり、「早く検査をして」と言い続けている。 

 〇 私自身は、フィブリノゲン投与の後に輸血も行ったため、産婦人科を退

院するときに血液検査を行った。そこで感染が判明した。産婦人科を退院

して帰宅した後、すぐ入院するよう言われた。出産後 30 日過ぎても次男と
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は別々の生活となった。 

 （次男の弁論『今、僕にできること』） 

〇 13 年間、月に１回の検査を行った。良かったり悪かったりして、一喜一

憂した。13 年目、かなり状態が悪くなったため、インターフェロン注射を

開始した。インターフェロン注射をしている中、中２だった次男が弁論大

会でＣ型肝炎を題材にスピーチを行った。スピーチを聴いて考えてもらい

たい（スピーチの練習をしているときに録音したものを流す）。 

 ＜スピーチの概要＞ 

 ・ 母がＣ型肝炎と闘い始めてもうすぐ 14 年。 

 ・ 幼い頃、兄から「お前が生まれなかったら、こんな病気にはならなか

っただろう」と言われたことを覚えている。きつい言葉だった。 

・ 母はインターフェロン注射をしている。いまはこれしか治療法がない。

注射には頭が痛くなったりする副作用がある。 

・ 父・兄・僕で、母がこなしていた家事をこなさなくてならず、大変だ

った。精神的・体力的に疲れ、母のありがたみが分かったように思う。 

・ 少しでも母に長く生きてほしい。 

・ 母の病気を代わってあげることはできない。ただ、ウイルスがなくな

るのを祈るだけ。 

・ 僕にできることは家の手伝いをして、少しでも母を助けることだろう。

そして、もっともっと大事なことは、母が病気になってまでも産んでく

れた僕自身を大切にすることだと思う。 

〇 スピーチを聞いてショックを受けた。次男は、自分のせいで病気になっ

たと思っていた。被害を受けた本人だけでなくて、家族も一緒に苦しんで

きた。また、輸血で肝炎になったのなら運命だと思っていたが、避けるこ

とができるものだった。人災であると思った。 

（伝えたいこと） 

〇 裁判の目標としては、国・製薬企業に責任を認めさせ、謝ってほしいと

いうことがあったが、それ以外に３つあった。①原告になっていなくても

私達と同じように被害に苦しむ人達を救済してほしいこと、②安心して治

療を受けさせるための対策をしてほしいということ、③薬害肝炎で薬害を

終わりにしてほしいということ、薬害根絶。これら３つの目標があるため、

裁判が終わった今でも原告団として活動している。 

〇 皆さんに話すことで、命の大切さ、人間としての尊厳について考えてほ
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しい。まずは、病気のことを「知る」ということ、そして「知る」ことか

ら、人の痛みを自分のことと思い、感性・想像力をさらに磨いていくこと

を願っている。 

（質疑応答） 

問：次男のスピーチ聞いてどう思ったか。 

答：親としてシック。長男も苦しかったのだろうと思った。 

 

 

 

【授業を受けた生徒の感想】 

授業で一番印象に残った内容 

 ○ 薬害が起こるたびに、法の整備や救済制度が進んでいったこと。 

 〇 薬害は人災的被害の事で、期間が長い事が分かった。また、障害がない

子供が生まれるはずだったのに、障害をもって生まれてくるので、かわい

そうだと思った。 

  ○ 山口さんの息子さんのスピーチが印象に残りました。 

  〇 山口さんの話で、「精神的被害」「身体的被害」はもちろん、「社会的被

害」が大きいことに驚きました。 

授業で良かった点 

 ○ 薬害の授業を受けて、薬害が起こらないために、消費者の立場から、薬に

関する情報を得ることなどが大切ということが理解できた。 
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 ○ 薬害についてのパンフレットなどを用いて授業を行っている所が良いと

思った。 

 ○ 薬害で具体的にどのようなことが苦しかったのか知ることができたので

良かったです。 
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第３学年 社会科（公民的分野）学習指導案

１ 単元名 「私たちの暮らしと経済」

２ 単元設定の理由

○ 本単元は、学習指導要領に示された「私たちの暮らしと経済」の内容のうち、「ア

市場の働きと経済」を扱い、身近な消費生活を中心に経済活動の意義や価格の働きに着

目させて市場経済の基本的な考え方について学ぶ。さらに資本主義の生産の仕組みのあ

らましや金融の働きについて学ぶとともに、社会における企業の役割と責任についても

考える。その際、社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善につい

て、勤労の義務、労働組合の意義及び労働基準法などとも関連付けて学習する。

現在、日本経済は世界の中で大きな地位を占め、日本企業の中には、海外進出を成し

遂げグローバルに活動するものも少なくない。本単元では、このような状況を踏まえ、

個人と企業経済活動を扱う。資本主義経済のほとんどの企業が利潤を獲得する一方で、

競争社会の中で商品の価格や品質を見直し、消費者のニーズに応えられるような商品を

提供することを目標として活動している。しかし、近年社会の変化に伴ってより一層人

々の暮らしを向上させるための社会的責任を負うことが求められるようになってきてい

る。そのような企業の仕組みを理解させるため、株式会社に焦点をあて、消費者との関

連でとらえさせる。また、企業の社会的責任においては、薬害の問題を取り上げ、企業

のほかに国との関係性にも触れ、考えを深めていく。これらが後の「価格の動きと金融」

「政府の役割と国民の福祉」の学習において、経済活動が社会生活のあらゆる面と密接

なかかわりを持っていることを踏まえながら、自らの生活との関連でとらえる公民的資

質の基礎を養う一助となっていくと考えられる。

○ 社会科の意識アンケートによれば、学級の約６割の生徒が社会科の教科を好きである

と答えており、３分野の中では、社会科の学習に対しては、歴史・公民的分野が好きな

生徒が多かった。社会科に学習に対しては前向きに取り組み、発言を積極的に行ったり、

興味を持って学習を行ったりする生徒も多い。

しかし、興味を持って学習に取り組むものの、学習課題を解決する際に、適切な資料

を選択し調べたり、調べたことや考えたことを自分の言葉で適切に表現したりすること

が苦手な生徒も多い。そこで、書く活動を通して、思考力を身につけさせ、授業の中で

自分の考えを整理し、しっかりと述べられるような力をつけたいと考える。

○ 指導に当たっては、消費生活を中心にした経済活動の意義や市場経済の仕組みを具体

的な事項をもとにして学んでいく。その中で身近な事象を取り上げ、課題意識を喚起さ

せる導入を工夫すること、生徒の日常生活との関連付けを図る学習を展開すること。

重要語句の定着については板書や学習シートを活用しながら語句の意味や語句と語句

の関連性についての理解を図っていくこととする。

書く活動については、ノートや学習シートを活用しながら、課題解決に迫る資料につ

いて自分の考えをまとめていく活動を取り入れたい。特に、自分の考えをまとめて発表

しあい、互いの考えを交流する場面を持ちたいと考える。

意欲については、いろいろな生徒の考えを取り上げたり、机間指導で個々の生徒への

支援を行うことによって発言を促したりしながら、意欲の向上を図りたいと考える。
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３ 単元の目標

〇 身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理解するとともに、価格の働きに着目し

て、市場経済の基本的な考え方について理解する。

〇 現代の生産構造や金融の働きについて理解するとともに、社会における企業の役割

と社会的責任について考える。

４ 単元の指導・評価計画

時間 学習の目標 学習内容 評価基準＜評価方法＞

商品の種類や流れについ 日常の生活を振り返り、 〇関心・意欲・態度

て考え、毎日の暮らしと 商品には財とサービスが 経済を身近な生活と結びつけ

１ 経済活動のかかわりを理 あることを理解し、毎日 て考え、関心を高めることが

解する。 の生活と経済活動のかか できる。＜シート・発言＞

わりをとらえる。 〇知識・理解

経済活動の仕組みを、経済の

三主体を中心に理解すること

ができる。<ノート・発言>

家計のお金の流れと支払 家計について、所得の種 〇思考・判断・表現

いの手段について考え、 類と消費支出・貯蓄につ 消費活動のシミュレーション

所得と支出・貯蓄につい いて理解し、クレジット をすることで、生活条件の中

て理解する。 カード等の支払い手段と で的確な選択をすることがで

１ 家庭の経済活動の仕組み きる。<シート・発言>

をとらえる。 〇知識・理解

家計を通して、商品を購入す

る際、必然的に選択の原理が

働いていることを理解する。

＜ノート・発言＞

消費者をめぐる問題をど テレビ・新聞の報道から、○関心・意欲・態度

のように防げばよいかを 消費者をめぐる問題と、 生活に密着した消費者をめぐ

考え、これからの生活に 製造物責任法やクーリン る問題に関心を持ち、消費者

必要なことをまとめる。 グオフの制度等の対策を としての立場から意欲的に取

理解し、賢い消費者にな り組もうとする。＜発言＞

１ るための方策を考える。 ○思考・判断・表現

消費者の権利や法律が必要と

される背景を考えるととも

に、自立した消費者はどのよ

うな存在かを考察することが

できる。＜ノート＞

商品の価格はどのように 身近な商品から、需要と ○思考・判断・表現

決まるかを考え、市場経 供給と価格の関係につい 価格が決まるメカニズムにつ

済のしくみを理解する。 て考え、市場経済のしく いて考えることができる。

１ みについて理解する。 ＜シート・発言＞

○技能

商品の価格は需要と供給の関
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係によって決まることを、資

料から読み取ることができ

る。＜シート・発言＞

市場では決まらない商品 飲料水等の価格から、寡 〇思考・判断・表現

の価格を考え、独占や公 占や独占の状態において 市場が寡占や独占の状態の

１ 共料金について理解す の価格のしくみと公共料 時、価格がどのように決まる

る。 金のしくみを通して、市 のか、そして消費者にどのよ

場の働きと限界について うな影響が及ぶのかを考える

理解する。 ことができる。＜ノート＞

〇知識・理解

独占価格と公共料金につい

て、市場の働きとかかわらせ

ながら、正しく説明すること

ができる。＜ノート・発言＞

企業の働きと種類につい 企業とは何かを考え、公 〇関心・意欲・態度

て調べ、資本主義経済の 企業や私企業、大企業や 企業に関して学習したことや

仕組みについて理解す 中小企業等、企業の種類 考えたことなどを、積極的に

１ る。 と生産・流通の働きを調 発言しようとすることができ

べ、資本主義の仕組みを る。＜発言＞

とらえる。 〇知識・理解

資本主義の仕組みを、生産・

流通・消費の中で、生産者と

消費者の関係から理解するこ

とができる。＜ノート＞

株式会社の仕組みと役割 株式会社の仕組みを具体 〇知識・理解

を理解し、企業の役割と 的に理解するとともに、 株式会社の仕組みについて、

社会的責任とはどういう 企業が及ぼす社会的影響 株主と株主総会などの役割を

１ ものなのかについて考え や社会的責任について考 具体的に理解できる。

る。 える。 ＜シート＞

〇関心・意欲・態度

企業の「社会的貢献」に関し

て、与えられた課題に対して

自分の力で考えようとするこ

とができる。

企業の社会的責任の発展 薬害について、企業や国、○知識・理解

課題として薬害を取り上 消費者のそれぞれの立場 薬害の歴史を学ぶとともに、

１ げ、歴史を学ぶとともに、から、薬害を防ぐための 薬害発生には共通点があるこ

本時 薬害を防ぐ仕組みと消費 方策を考える。 とが理解できる。

者の役割について考え ＜シート＞

る。 ○思考・判断・表現

薬害防止の仕組みや消費者の

役割を考えることができる。

＜シート＞
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- 4 -

５ 本時 平成３０年１１月３０日 火曜日 ５校時

（１）主眼

○消費者の保護に関わる問題として、薬害の歴史を学ぶとともに、発生の共通

点を理解することができる。

○薬害を防ぐための社会の仕組みと、消費者としてどのような役割を果たせば

よいかを考えることができる。

（２）準備する物

ワークシート、パンフレット、パソコン、薬害に関する資料、新聞記事

（３）展開

段 配 学習内容と活動 指導上の留意点

階 時

10 １ 薬を使用するまでの経路を確認し、国、○薬の安全性を確保し消費者を保護するため国

企業、医療機関・薬局、消費者の４者がが関与していることを知らせる。。

導 いることを確認する。

入 ２ 薬の副作用とは異なる薬害について何○新聞記事などを使い、生徒の発言を促す雰囲

か知っていることがあれば答える。 気作りをする。

35 ３ 本時のめあてを確認する。

＜めあて＞ 薬害について、私たちができることを考え、まとめよう。

４ 薬害の起こった年と薬害の名前につい○薬害の起こった年と薬害の名前をワークシー

展 て、年表を使って確認する。 トを使い記入させる。

５ 年表の解説文を読み、副作用と薬害の○薬の主作用と副作用について説明する。

開 違いを考える。 ○ヒントになる解説文の箇所に線を引かせる。

６ 国、企業、医療機関（薬局）、消費者の○だいたいできた班から発表させる。

４つから１つを選択し、スモンとサリドマ

イドの解説文を読み、当時何をすべきだっ

たか話し合う。 ○必要に応じ、手引きを参考に新設された制度

７ 薬害の発生を機に、どんな制度ができたの具体的な内容を説明する。

かを確認する。 ○それぞれの立場でどんな役割を果たすべきか、

８ 現在どんな薬の安全性を確保するためのどんな情報を誰に提供すべきかを考えさせる。

仕組みが設けられているかを知る。 ○特に、薬の消費者となる国民は社会の一員と

９ 薬害の発生を防ぐために、国、企業、医して、社会に関心を持ち情報発信して社会参画

療機関（薬局）、消費者が何をすればよいすることが大切であることを理解させる。

かを考える。

ま 5 10 薬害がおこらない社会にするために、 ○今日の授業を振り返り、社会との結びつきを

と 生徒自身がどのようにすべきかを考え、ワ とらえ、生徒の考えがまとまるようにアドバイ

め ークシートにまとめる。 スする。
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今までの復習

これは？

これは？ ところで、風邪薬!!

薬の製造から販売まで 薬の製造から販売まで
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薬の製造から販売まで 新聞記事から

めあて
薬害について私たちがで
きることを考え、まとめ
よう。

主作用・副作用

◯主作用＝病気を治療したり、症状
を軽くしたりする働き
◯副作用＝本来の目的以外の働き

スモンとサリドマイドの解説文を読み、
当時何をすべきだったか話し合う。

国、企業、医療機関、
消費者はそれぞれ何を
すべきだったか？

薬害の発生を機に、
どんな制度ができたか？

◯薬の安全性を確保するための法律改正
◯被害を受けた人を救済する制度の創設
◯薬が胎児に及ぼす影響の確認
◯副作用の発生を監視する制度の創設
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関係者はどんな役割がある？
それぞれの立場でどんな役割
をすべきか、どんな情報をだ
れに提供すべきか！

•班活動へ

関係者はどんな役割がある？ 学習のポイント？に入る文章は？

•薬の副作用や安全性に関する情報

薬害が起こらない社会にするために

•私たちにできることは？
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薬害 ワークシート

３年（ ）組（ ）番 氏名（ ）

めあて

薬害とは？（年表より）

１９５３年頃～１９７０年頃・・・（ ）

１９５８年頃～１９６２年頃・・・（ ）

～１９８８年頃・・・（ ）

１９８０年頃・・・（ ）

１９８９年頃～１９９３年頃・・・（ ）

副作用と薬害の違いは？

あなたの班の立場は（ ）

当時何をすべきだったか。

薬害の発生を機に、どんな制度ができた？

班活動へ

薬害が起こらない社会にするために私たちにできることは？

◯

◯

◯
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◎考えたことを発表できるようにまとめよう （ ）班
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２０１8年１１月３０日（金） 

岡垣町立岡垣中学校「薬害教育」 

～ 薬害が繰り返されない未来に ～ 

薬害肝炎全国原告団 

前代表 山口美智子 

１ 薬害教育授業を参観しての感想 

 

２ Ｃ型肝炎とは 

① 特徴 

② 感染者の負担(被害) 

③ 感染経路 

 

３ 薬害Ｃ型肝炎とは 

① 血液凝固因子製剤による感染 

② 被害の実態 

③ 訴訟の目的 

 

４ 私の被害 

① 出産時 

② 治療時 

 

５ 次男（当時中学２年）の弁論『今、僕にできること』（録音） 

 

６ 薬害肝炎との闘いを通して伝えたいこと 

  ① 薬の害（薬害）にあうということ 

  ② 再発防止 

     ・薬害の被害者や加害者をつくらない 

  ③ 人間としての尊厳 

     ・人の痛みを自分の痛みとして感じる感性や想像力 

     ・命の大切さ 
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